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における授業実践の一考察 
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高等学校で総合的な探究の時間が導入され、授業改革が進んでいる。筆者は学習者が自分

の学びを選択できる力を育成するため、探究学習とリフレクションを重視している。プロジ

ェクトベース学習（PBL）を取り入れ、生徒が主体的に活動できる場を作り、双方向コミュ

ニケーションを促進。さらに、ICT を活用し、生徒一人ひとりに合わせた個別最適化学習を

推進することで、学びの質と学習者の主体性を高めることを目指している。 
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はじめに 

 

高等学校において、総合的な探究の時間が開設

され、それに伴い授業改革の波が教育現場に広が

っている。「何を教えるか、どう教えるか」から

「何を学ぶのか、どう学ぶのか」への大きな転換

が求められ、学びの主語も教師から学習者へと移

行しつつある。このような中、筆者は学習者が自

分たちの学びを「自分で選択できる力」を身につ

けることを目指して教育活動に取り組んでいる。

探究学習において重要とされる「問いをつくる

力」と「リフレクション」を重視し、生徒の興

味・関心から始まり、課題設定、情報収集、整理

分析、まとめ・表現する探究のサイクルを総合的

な探究の時間だけでなく、普通教科にも取り入れ

ている。そして、その学びの核として「パブリッ

クリレーションズ」の考えを教室に取り入れ、思

考する教育を展開している。 

  

パブリックリレーションズの考え 

  

筆者は学校の学びと実社会の窓口として、パブ

リックリレーションズの考えを導入している。パ

ブリックリレーションズは「個人や組織が目標や

目的を達成するために関係する人や団体（＝パブ

リック）と良い関係（＝リレーション）を構築す

る活動」と定義される。そのための三つの柱とし

て①倫理観、②双方向コミュニケーション、③自

己修正が掲げられている。探究する教室をつくる

ためには教師からの一方向の指示する授業ではな

く、学習者自身が思考する教室をつくるために、

パブリックリレーションズの考えを学びの中核に

据え、学習者たちの「wonder（不思議、驚き）」

を大切にしながら、「問いをつくる力」と「リフ

レクション」を重視する。 

  

パブリックリレーションズの展開に向けた 

授業実践 

  

授業を展開するにあたり、筆者は５年前から

PBL（Project-based-learning）を授業に導入

し、「場をつくる」ことを意識し始めた。学びの

責任を学習者に委ねる中で、悩んでいたときにパ

ブリックリレーションズと出会い、その視点が生

徒たちの主体的な活動と共創を促すことに気付か

された。多様性を尊重し、「誰も取り残さない」
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全員で合意形成しながら最上位目標を対話の中で

確認することで、より良い生徒の未来を築く手助

けとなる。そして、VUCAの時代といわれる現代に

おいて、学習者たちが多くの人や地域、企業等と

共に行動し、新しい時代を創ることを体験できる

よう、教科での授業や総合的な探究の時間、LHR

等で実践している。 

  

学びのコペルニクス的転換 

  

学習者の「Wonder（不思議、驚き）」を切り開

くためには、問いをつくるスキルが必要である。

教師が問いを投げかける形式から、学習者自身が

問いを表現し、学びに向かうスキルを身につける

ことで、学習者は問いを通じて自分の思考の視野

を広げることができる。現在の教育には、社会の

変化に対応し、グローバルな学びやデジタル活用

スキルが必要とされるが、これによってカリキュ

ラムのオーバーロードが問題となり、学習者の深

い学びの時間が減少している。学習時間の増加が

必ずしも学習成果に結びつかないことから、学習

の質や学習者の Well-Beingに焦点を当てること

が重要である。 

 筆者は探究学習を教科に応用し、他教科と関連

させながら学びの質を高めるため、「問いを創る

こと」を取り入れ、概念ベースの学びに転換し

た。具体的には、「事実（知る）、理解する（概

念）、できるようになる（スキル）」の学びを実

践し、その中核に「パブリックリレーションズ」

の考えを置いた。学習者たちは授業で自分たちの

安心安全な場を作り、相互にコミュニケーション

しながら目標に向かって学びのゴールを目指し

た。学びの成果物として、動画作成、スライド作

成、デジタルブック作成、ポスター作成などで表

現し、一連の学びを軸にした探究活動を展開し

た。 

  

パブリックリレーションズと探究 

  

高校の歴史総合科目において、パブリックリレ

ーションズのライフサイクルモデルを活用した学

習活動の実践を試みた。授業は以下のステップに

従って進行した。 

1.アクティブ・ブック・ダイアログによるジグ 

ソー学習 

アクティブ・ブック・ダイアログを用いたジグ 

ソー学習を行い、生徒が協働して情報を理解する

基盤を作った。各生徒が特定のパートを担当し、

その内容をグループ内で共有することで、全体像

を構築した。 

 

2. 学びのストーリー化 

学習内容を物語形式で整理し、理解を深めるた

めに学びのストーリー化を行った。これにより、

学んだ内容を時系列や因果関係に基づいて再構築

し、より深い理解を促した。 

 

 3. 問いをつくる力の養成 

学習の基礎づくりとして、問いをつくる力を

養成した。具体的には、以下の三種類の問いを

用いた。 

   ①事実を問う問い 

具体的な事実やデータに関する質問。 

   ②概念化をする問い 

学びの理解を深めるための問い。 

   ③振り返りをする問い 

思考を振り返り対話を促進する質問 

 

   4.ライフサイクルモデルを活用した学びの展

開 

ライフサイクルモデルを活用し、以下のプ

ロセスで学びを展開した。 

      ①パブリックリレーションズ目標の設定 

単元を通してのパブリックリレーション 

ズ目標を決めるため、ベンチマークを設 

定し、KWLシンキングツールを活用した。 

      ② ターゲットの設定 

学びの内容をよりよく理解してもらうた 

めの対象者（ターゲット）を決定し、エ 

クストリームユーザーを設定した。 

      ③ 戦略の考案 

どのように情報を伝えるかについて戦略 

を立てた。 

      ④ プログラムの策定 

どのようなスケジュールで進めるかにつ 

いて計画を立てた。 

      ⑤ 実行：ブランディングを意識した制作

物を作成を検討している。 

      ⑥ 評価 

互いに鑑賞し合い、フィードバックを 
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予定している。 

      ⑦リフレクション 

ORID（Objective, Reflective, 

Interpretive, Decisional）手法を用

いて振り返りを行った。 

 

   5. 教師の役割 

教師は学習の各段階で適切に介入し、答えを教

えるのではなく、生徒への問いかけを通じて学び

をサポートした。 

この取り組みにより、生徒はパブリックリレー

ションズの概念を実際の学習に応用し、協働的か

つ主体的な学びを深めることができつつある。教

師の問いかけを通じた支援により、生徒は自ら考

える力を養い、学びの質を向上させている姿が見

受けられる。 

 

今後の展開 

  

星の杜中学校・高等学校で勤務し始めて 4ヶ月

が経過したところである。現在は学びの転換を生

徒と共に行っている段階である。筆者自身の授業

を振り返ると、情報技術の発展と社会の大きな変

容は教育活動に新たな可能性を見出してくれた。

個別最適化の学びと ICTの創造教育を融合するこ

とで、学習者一人ひとりの「Wonder」を探究し、

主体的な学びを促進できる環境が創られている。

そのような状況の中で、従来の画一的な教育では

画一的なカリキュラムと画一的な指導方法によっ

て学習者の個性や可能性が十分に引き出せていな

かった。しかし、個別最適化された学びでは、一

人ひとりの理解度や興味・関心に合わせた学習が

可能となり、主体的に学ぶ意欲を高めることがで

きると実感している。 

  ICTツールを活用することで、学習者たちは多

様なアプリケーションに触れ、創造性を発揮する

ための手段を得ることができた。高校 1年生は、

自分自身のキャリア選択や将来像を意識し始める

大切な時期にあたる。このタイミングで、個別最

適化×創造教育×ICTを融合した学習を導入する

ことで、学習者たちは主体的に学び、自らの可能

性を発見し、未来への扉を開くことができると確

信している。 

 例えば、総合的な探究の時間だけでなく、教科

学習の中にも探究型学習を取り入れ、生徒たちが

「Wonder」に触れ、その解決策を提案する学習を

行うことを目指している。ICTツールを活用して

情報収集や資料作成を行い、グループワークを通

して意見交換や議論を深めていく。この過程で、

生徒たちは主体的に学び、協調性や問題解決能力

を養うことができる。この学びのプロセスの中で

パブリックリレーションズの考えが非常に有効で

あると確認している。 

  

まとめ 

   

高等学校における授業は「大学入試」や「就職試

験」のためではなく、学習指導要領に示される

「持続可能な社会づくりの創り手」を育成するこ

とに重きを置きたい。「知識・技能」「思考・判

断・表現力」「学びに向かう力・人間性」などの

「資質・能力」を学習者自身が自分の力で身につ

けることが重要であり、それらを育む授業を展開

していくことが求められている。教師が学習者を

信頼し、授業の舵取りを任せることで、学習者が

自発的に学ぶ姿勢が育成されていくと考えてい

る。 
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